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い
ざ
ゆ
か
む
ゆ
き
て
ま
だ
見
ぬ
山
を
み
む

こ
の
さ
び
し
さ
に
君
は
た
ふ
る
や牧

水

ま
す
ま
す
元
気
に

　
　
　
　
1
0
0
歳
に

　
羽
坂
の
二
三
カ
ネ
さ
ん
が
、
4
月
2
4

日
1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
カ
ネ
さ
ん
は
、
歩
行
や
身
の
回
り
の
こ

と
は
自
分
で
で
き
、
趣
味
で
造
花
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
作
り
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
ネ
さ
ん
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

と
聞
く
と
、
「
造
花
を
作
っ
て
人
に
あ

げ
る
こ
と
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ひ
孫
と

の
語
ら
い
で
す
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
生
き
の
秘
訣
は
何
で
も
お

い
し
く
食
べ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

ζ
一

人口　　5，171人（△25）

　男　　2，448人（△12）

　女2，723人（△13）

世帯数　1，716戸（△6）

　平成13年4月1日現在

　　　（）は落前月比　　∠

「町報とうこう」は再生紙；を使用しています　
⑨



　　　　　　鞭8ご’り②

町情報公開条例を制定

　
本
年
3
月
議
会
に
お
い
て
、
東
郷
町
情
報
公
開
条
例

が
可
決
さ
れ
、
平
成
1
3
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
東
郷
町
情
報
公
開
条
例
は
、
町
の
保
有
す
る
行
政
情

報
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
民
の
皆
様
に
町
政

に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
も
っ
て

公
正
で
開
か
れ
た
町
政
の
実
現
を
図
る
た
め
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
町
の
職
員
が
取
得
し
た
公
文
書
は
、
特
に
定
め
る
も

の
を
除
き
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
請
求
に
基
づ
き
開
示

さ
れ
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
東
郷
町
情
報
公
開
条
例
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
情
報
公
開
を
行
う
町
の
機
関

①
町
長
部
局

②
議
　
　
会

③
教
育
委
員
会

④
選
挙
管
理
委
員
会

⑤
監
査
委
員

⑥
農
業
委
員
会

⑦
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

⑧
公
平
委
員
会

⑨
公
営
企
業
（
病
院
・
簡
易
水
道
等
）

0
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o
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■
開
示
請
求
の
で
き
る
人

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
町
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
個
人
又
は
法
人
そ
の

　
　
他
の
団
体

③
町
内
の
事
務
所
又
は
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

④
町
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

⑤
そ
の
他
実
施
機
関
が
行
う
事
業
に
利
害
関
係
を
有
す
る
人

■
公
開
の
対
象
と
な
る
公
文
書

　
　
平
成
1
3
年
4
月
1
日
以
降
に
、
実
施
機
関
の
職
員
が
職
務
上
作

　
成
、
取
得
し
た
文
書
、
図
画
、
写
真
、
及
び
電
磁
的
記
録
（
磁
気

　
テ
ー
プ
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
等
）
で
実
施
機
関
が
保
有
し
て
い

　
る
も
の
。

■
公
開
で
き
な
い
文
書

①
法
令
又
は
条
例
の
定
め
に
よ
り
、
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
　
と
さ
れ
て
い
る
も
の

②
個
人
に
関
す
る
情
報
で
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で

　
　
き
る
も
の

③
法
人
等
に
関
す
る
情
報
又
は
事
業
を
営
む
個
人
の
情
報
で
、
開

　
　
示
す
る
こ
と
に
よ
り
競
諸
刃
の
地
位
、
財
産
権
、
事
業
運
営
等

　
　
に
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

　
④
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
の
生
命
や
財
産
等
の
保
護
、
又
は

　
　
犯
罪
の
予
防
、
犯
罪
の
捜
査
そ
の
他
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維

　
　
持
に
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
も
の

⑤
町
の
機
関
内
部
出
町
と
国
並
び
に
地
方
公
共
団
体
等
と
の
問

　
　
に
関
す
る
事
務
事
業
で
、
意
思
形
成
過
程
に
お
い
て
作
成
、
取

　
　
得
し
た
情
報
で
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
将
来
の
意
思
形
成
に

　
　
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
も
の

⑥
町
と
国
等
の
間
に
お
け
る
協
議
、
依
頼
、
委
任
等
に
基
づ
い
て

　
　
作
成
又
は
取
得
し
た
情
報
で
、
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
国
等
と

　
　
の
協
力
関
係
又
は
信
頼
が
損
な
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

⑦
町
の
機
関
又
は
国
等
の
機
関
が
行
う
監
査
、
検
査
、
試
験
、
入

　
　
札
、
交
渉
、
訴
訟
、
人
事
そ
の
他
の
事
務
事
業
に
関
す
る
情
報

　
　
で
、
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
事
務
事
業
の
目
的
が
損
な
わ
れ
、

　
　
又
は
公
正
か
つ
適
正
な
事
務
執
行
に
支
障
を
来
す
恐
れ
の
あ

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

③鞘》うこ●’う

公正で開かれた町政の
　　　　実現を回指して

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

■
開
示
請
求
の
手
続
き

　
　
役
場
総
務
課
に
備
え
て
あ
る
開
示
請
求
書
に
、
氏
名
及
び
住
所

　
（
法
人
等
の
場
合
は
、
名
称
、
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在
地
及

　
び
代
表
者
の
氏
名
）
、
開
示
請
求
し
よ
う
と
す
る
公
文
書
と
特
定

　
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
示
・
不
開
示
の
決
定

　
　
開
示
請
求
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
、
1
5
日
以
内
に
開

　
示
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
を
行
い
ま
す
。
但
し
、
や
む
を
得
な
い

　
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
6
0
日
を
限
度
と
し
て
決
定
を
延
長
す
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
、
延
長
の
期
間
及
び
理
由
を
書

　
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
不
服
申
立
て

　
　
開
示
に
関
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
不
服
申
立
て

　
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
実
施
機
関
は
東
郷
町
情

　
報
公
開
審
査
会
に
諮
問
し
、
審
査
会
が
行
っ
た
答
申
に
よ
り
再
度

　
開
示
す
る
か
ど
う
か
決
定
し
ま
す
。

■
開
示
に
伴
う
費
用

　
　
開
示
さ
れ
た
文
書
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
無
料
で
す
。
但
し
、
文

　
書
の
写
し
の
交
付
を
受
け
る
場
合
に
は
、
文
書
の
写
し
の
作
成
及

　
び
送
付
に
要
す
る
費
用
は
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■情報公開の流れ

者求請

　
　
誠

　
　
蕨②開示不

　開　示

③不服申

　立　て

　
　
定

　
　
決

　
　
⑥

関機施実

④諮問⑤答申

情報公開審査会

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



⑤磯どうご’う

日向東臼杵南部広域連合が誕生
　　　　　　　　　　平成13年4月1日

　4月1日（日）、県内で初めての広域連合となる、日向東臼杵南部広域連合が設立され、記念式典

等が行われました。

　広域連合は、市町村の事務の一部を共同処理する市町村等の組合（特別地方公共団体）です。国や

県から権限や事務の委任を受けることができ、地方分権の受皿となるものです。

　日向東臼杵南部広域連合は、ごみやし尿といった共通の事務を共同処理するため、日向市・門川

町・東郷町・南郷村・西郷村・北郷村・諸塚村・椎葉村の8市町村で設立したものです。

　また、同日、日向市の清掃センターに設置された事務局で連合長選挙が行われ、山本孫春日向市長

が初代の連合長に、7町村長がそれぞれ副連合長に選出されました。

⑥広域連合の事務⑥
　広域連合では、清掃センター（日向市）、財光寺汚泥処理場（日向市）、日向地区斎場東郷霊苑（東
郷町）、東臼杵南部広域最終処分場（門川町：計画中）の管理運営業務を行います。

⑥連合議会⑥

　広域連合議会議員は、関係市町村の議会の議員のうちから、関係市町村の議会において選挙により

選出されることになっています。また、連合議会議員の定数は、日向市7名、門川町3名、その他の

町村2名となっています。

⑥組織体制⑥
　日向東臼杵南部広域連合は、連合長（日向市長）、副連合長（7町村長）、助役、収入役の他、事務

局職員11名（日向市9名、門川町1名、東郷町1名を派遣）の人事体制で、市町村と同様に、議会や

監査委員、公平委員会、選挙管理委員会も組織されます。

　事務局体制は、庶務、会計、議会、広域計画等の事務を行う総務係、最終処分場及び火葬場に関す

る事務を行う業務第一係、清掃センター及び財光寺汚泥処理場に関する事務を行う業務第二係から

構成されています。

事務局体制

広域連合の組織及び事務局体制

議会・委員会

広域連合長（1） 連合議会（22）

副連合長（7） 監査委員会（2）

公平委員会（2） ▲連合長を選挙

収入役（1）

助役（1）
選挙管理委員会（4）

事務局長（1）

総務係（2）

業務第一係（2）
　　　　　　　　※（）の数字は人数
業務第二係（6） ▲広域連合の看板を掲げる市町村長

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

▲
璽
の
責
務

　
町
長
は
、
個
人
の
情
報
を
正
確
に
維
持
す
る
と
と
も
に
、
記
録
の
漏
洩
、
改

ざ
ん
、
滅
失
等
を
防
止
す
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

▲
侭
情
報
と
は

　
個
人
、
法
人
、
そ
の
他
団
体
を
対
象
と
す
る
情
報
で
、
個
人
を
特
定
で
き
る

も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
住
民
記
録
（
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
等
）
や
戸

籍
、
税
情
報
、
国
民
健
康
保
険
情
報
、
住
民
検
診
情
報
、
口
座
情
報
等
が
あ
り

ま
す
。

鞭どうご’う④

　
役
場
業
務
の
電
算
化
に
伴
い
、
個
人
の
情
報
が
大
量
に
収
集
さ
れ
、
電
子
計

算
…
機
（
パ
ソ
コ
ン
を
含
む
）
で
処
理
、
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
個
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を
も
た
れ
て
い
る

方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
1
3
年
3
月
議
会
に
お
い
て
、
東

郷
町
電
子
計
算
に
係
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。　

こ
の
条
例
は
、
個
人
の
情
報
保
護
に
関
す
る
町
長
の
責
務
や
h
個
人
情
報
の

記
録
の
制
限
、
情
報
利
用
や
提
供
の
制
限
、
個
人
情
報
の
開
示
等
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
個
人
情
報
が
違
法
、
不
当
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
や
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
な
ど
を
防
ぎ
、
町
民
の
基
本
的
人
権
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

▲
鯉
の
開
示

　
電
子
計
算
機
に
個
人
情
報
が
記
録
さ

れ
て
い
る
本
人
か
ら
、
自
己
に
関
す
る

記
録
内
容
に
つ
い
て
開
示
の
請
求
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
法
令
等
に
制
限
が

あ
る
場
合
や
行
政
執
行
罰
著
し
い
支
障

が
あ
る
場
合
、
個
人
の
評
価
等
に
関
す

る
も
の
以
外
は
、
記
録
内
容
を
開
示
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

墜
」
・

墨
』

誕町
豊．

A
凝

ミ≧こ

　澤．

△
鱒
及
び
提
供
の
制
限

　
電
子
計
算
…
機
に
記
録
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
法
令
に
定
め
が
あ
る
場
合
や

公
益
上
の
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
町
民
の
個
人
的
人
権
を
侵
害
す
る
恐
れ
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
以
外
に
は
、
目
的
外
の
利
用
、
又
は
外
部
に
提
供
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
誌
謹
条
側
を
制
定

▲
礎
情
報
の
記
録
制
限

　
電
子
計
算
機
に
は
次
の
個
人
情
報
は
記
録
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

①
思
想
、
信
条
及
び
宗
教
に
関
す
る
事
項

②
人
種
及
び
社
会
的
差
別
の
原
因
と
な
る
社
会
的
身
分
に
関
す
る
事
項

③
犯
罪
に
関
す
る
事
項

④
そ
の
他
、
町
民
の
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
事
項

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　　　⑦鞘8ご’り

からのお知らせ
遍賭臨駿会社を退職したら・…・…・

　会社を退職した後、70歳になって老人保健制度の

適用を受けるまでの間、「退職者医療制度」で医療を

受けることになります。

●対象となる方
　次の各項目を満たす方

　が対象となります。

蕊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ト

0国保加入者で、老人保健の適用を受けていない方

②厚生年金や各種共済組合などの年金を受けら
　れる方で、「加入期間が20年以上の方」または

　　「40歳以降に10年以上加入した方」

0国保加入者で、老人保健の適用を受けていない方

②退職被保険者と一緒に生活し、主に退職被保険

　者の収入によって生活している方（年収が130

　万円未満の方）

※60歳以上の方や障害者の方は180万円未満

③退職被保険者の「配偶者（内縁関係も含む）」や

　「3親等以内の家族」

　　　　　　　　　　　　　　　　　”舜貸

●退職被保険者となる日
　・年金を受け取る権利（受給権）が発生した日か

　　ら、退職被保険者となります。

　・受給権が発生し、年金をもらう手続きをする

　　と、約2ヶ月後に年金証書が送られてきますの

　　で、年金証書が届き次第（14日以内に）役場住

　　民課国民健康保険証へ届け出てください。

●退職者医療の自己負担
　・病院や医院の窓口で「国民健康保険退職者被

　　保険者証」を提出して受診します。

　・自己負担額は下記の通りです。

　※外来時の薬代や入院時の食事代は別に負担し

　　ます。

退職者医療 外来 入院

本　　人 2割 2割

被扶養者 3割 2割
聡鑑

0退職者の保険証
　退職医療制度の対象になる方（退職被保険者）

の保険証（国民健康保険退職被保険者証）は、一

般国保の保険証とは異なります。同じ世帯に一般

国保の加入者がいる場合には、一般用と退職者用

の2種類の保険証が交付されることになります
ので、間違えないように注意しましょう。

0年忌証書なしで診療を受けたとき

　退職者医療制度で医療を受ける資格のある方
が、「年金証書」が届かないために、やむを得ず一

般国保の保険証で受診して3割の自己負担を支
払った場合、申請により、退職被保険者の2割負

担との差額（1割）が「特例療養費」として支給

されます。

　国保に関するお問い合わせば、住民課国民健康

保険係容69－3902まで
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　　　　　　　　　　　　　‘λぢ　、・・．　’
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　　　　　　　　　　　　　　　　噂A
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　　　　　　　　　　　　⊂
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半
次
郎
の
唄
ふ
演
歌
に
と
き
め
け
る

思
ひ
を
胸
に
琴
に
弾
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

凍
て
つ
き
し
金
柑
の
実
の
白
く
な
り

鵯
の
群
れ
の
今
朝
は
来
る
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

実
の
子
に
惨
き
仕
打
ち
を
強
い
る
親

愛
し
さ
を
捨
て
絆
を
断
つ
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

冴
え
返
る
冬
の
満
月
を
仰
ぎ
を
り

流
れ
星
ひ
と
つ
南
へ
消
へ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

政
倫
で
秘
書
に
責
任
な
す
り
つ
け

訴
追
を
恐
れ
喚
問
を
拒
む

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

お
雛
様
は
今
年
も
優
し
き
顔
見
せ
て

娘
や
孫
に
逢
ひ
し
思
い
す

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

幾
夜
と
な
く
酔
ひ
た
る
父
の
夢
を
見
つ

愛
で
ゐ
し
白
梅
満
開
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

皓
々
と
日
差
し
は
あ
れ
ど
裏
木
戸
の

椿
は
春
の
嵐
に
散
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

夫
の
死
も
知
ら
ず
に
五
年
病
み
臥
せ
る

姉
の
寝
顔
に
安
ら
ぎ
の
消
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

兄
の
如
く
年
近
か
り
し
叔
父
逝
き
て

さ
び
し
き
春
の
日
記
を
綴
る

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

春
一
番
に
開
花
は
や
ま
り
し
木
蓮
の

ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
ほ
の
ぼ
の
白
し

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

ハ
ウ
ス
に
て
作
る
野
菜
も
老
い
吾
の

小
さ
き
喜
び
の
一
つ
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

酒
に
酔
へ
ば
軍
歌
に
過
去
を
し
の
び
た
る

友
も
逝
き
た
り
今
日
は
命
日

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

パ
ー
テ
ィ
を
終
え
て
帰
り
来
し
妻
は

夜
更
け
炬
燵
に
マ
ニ
キ
ュ
ア
落
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

　　　　　　　鞘8こ”り⑥

1　認証決定通知までの流れ

ラ
ン
ク
の
認
証
シ

赤
色
）

す者ふ物　証1年行培農
　にるをこ制日をつ技業町

で
は
平
成
1
0
年
度
か
ら
環
境
保
全
型

実
証
展
示
圃
を
町
内
に
設
置
し
、
栽

術
の
確
立
と
栽
培
指
針
の
検
討
を

て
き
ま
し
た
。
展
示
圃
設
置
か
ら
3

経
過
し
た
こ
と
か
ら
平
成
1
3
年
4
月

か
ら
東
郷
町
環
境
保
全
型
農
産
物
認

度
を
施
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

れ
は
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
農
産

東
郷
町
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
「
東
郷
町

さ
と
農
産
物
」
と
し
て
確
立
し
、
消
費

提
供
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で

環境保全型農業推進協議会
　②審査依頼

　③結果報告

3　認証ランクと栽培基準

認証審査委員会

2　認証申請の受付

　環境保全型農産物の認証を

希望される方は、5月31日ま

でに役場農政課に認証申請書

を提出してください。

　詳しいことは、役場農政課

　（智69－3907）までお問い

合わせください。

認証ランク 栽　培　基　準　説　明

S
生産過程において化学合成農薬・化学合成肥料及び化学合
ｬ土壌改良資材の使用を中止して3年以上を経過し、堆肥等
ﾉよる土づくりを行った圃場で収穫された農産物

A 同様1年以上3年未満

B 同様1年未満

C
生産過程において化学合成農薬・化学合成肥料の使用量が慣

s栽培の概ね5割以下の圃場で収穫された農産物

D
生産過程において化学合成農薬の使用量が慣行栽培の概ね
T割以下で、化学合成肥料の使用量は慣行栽培同様で行った
ﾞ場で収穫された農産物

畜
産
だ
よ
り

　
3
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最
高
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
（
非
売
を
除
く
）

東
臼
杵
セ
リ
市
（
3
月
期
）
5
1
頭

　
雌
平
均
4
1
5
、
0
2
1
円

　
去
勢
平
均
　
4
3
7
、
5
8
8
円

　
合
計
平
均
　
4
2
3
、
8
7
1
円

　
最
高
額
［
雌
の
部
］

　
福
瀬
　
高
尾
昭
一
　
え
り
こ
号

　
血
統
　
安
平
・
糸
晴
・
安
福

　
3
0
5
日
令
3
1
3
㎏

　
　
　
　
　
　
7
0
0
、
3
5
0
円

［
去
勢
の
部
］

　
迫
野
内
佐
藤
初
義
高
平
の
4
号

　
血
統
　
安
平
・
糸
秀
・
隆
美

　
3
0
2
日
令
　
3
4
9
㎏

　
　
　
　
　
　
5
8
8
、
0
0
0
円

児
湯
郡
セ
リ
市
（
3
月
期
）
2
1
頭

　
雌
平
均
4
6
4
、
9
4
0
円

　
去
勢
平
均
　
4
4
2
、
8
1
4
円

　
合
計
平
均
　
4
5
3
、
3
5
0
円

最
高
額
［
雌
の
部
］

　
庭
田
　
黒
木
國
寛
　
こ
と
ぶ
き
2
号

　
血
統
　
福
桜
・
糸
秀
・
長
久

　
3
0
0
日
令
3
3
7
㎏

　
　
　
　
　
　
7
8
8
、
5
5
0
円

［
去
勢
の
部
］

　
庭
田
　
赤
松
春
義
　
松
福
号

　
血
統
　
福
桜
・
安
平
・
糸
秀

　
2
6
7
日
令
2
8
8
㎏

　
　
　
　
　
　
4
6
5
、
1
5
0
円

　
庭
田
　
黒
木
國
寛
　
金
多
号

　
血
統
　
安
平
・
糸
秀
・
隆
美

　
3
0
6
日
令
3
4
5
㎏

　
　
　
　
　
　
4
6
5
、
1
5
0
円

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「δδ

　　　　　　　　　　　　　　　〈予防接種のご案内〉　　　書ど　、

通鼎蜘響驚毒講塩票環象霧が届きましたかp縣1レZ／

　定期予防接種は、電話予約後、下記の病院・医院全てにおいて無料で接種できます。計画を立て子どもさ

んの体調の良いときに、予防接種を進めていきましょう。

東郷町立病院を始め、必ず電話予約をしてお受け下さい。

病院・医院名 電話番号 電話予約期限 実施曜日 実　施　時　間

東　郷　町　立　病　院 69－2013 前日13：00～14：00 予定表のとおり 13：15～13：45

青柳内科循環器科 68－3611 前日まで 火金土
i第2土除く）

15：00～17：00

i土10：00～12：00）

三　　股　　病　　院 58－0034 前日まで 火 14：00～16：00

児玉小児科医院 52－2530 前日まで 　月火木金
i第2、4金除く）

13：30～14：30

山元小児科医院 53－6066 前日まで 月火欝金 14：00～15：30

こどもクリニックたしろ 56－1515 前日まで 月曜水金土 14：00～15：00

済生会日向病院 63－1321 前日まで 火 14：30～15：00

※詳しくは予定表をご覧下さい。

　予防接種についてのお問い合わせば保健福祉課（やすらぎ館内）まで。

●リハビリ教室
　　日時：5月23日（水）

　　　　　受付　10：30～10：40

　　会場：シルバーセンター

　　（参加希望の方は保健係まで）

●乳児・3歳児健康診査
　　日時：5月18日（金）

　　　　　受付（乳　児）14　00～14　20

　　　　　　　　（3歳児）13　00～13　20

　　会場：やすらぎ館

　
つ
や
や
か
で
顔
色
が
良
く
や
さ
し
い
笑

顔
で
迎
え
て
く
れ
た
益
夫
さ
ん
。
そ
の
笑
顔

か
ら
の
ぞ
く
歯
を
見
て
、
思
わ
ず
「
き
れ
い

な
歯
を
し
て
い
ま
す
ね
！
」
と
言
葉
が
出
て

い
ま
し
た
。

　
「
あ
ん
た
が
来
る
か
ら
磨
い
ち
よ
っ
た
と

よ
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
身
だ
し
な
み
を

す
る
心
配
り
、
8
0
歳
を
超
え
て
い
る
と
は
思

え
な
い
き
れ
い
な
ピ
ン
ク
色
を
し
た
歯
肉

に
、
丁
寧
に
磨
か
れ
て
い
る
歯
、
素
晴
ら
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
益
夫
さ
ん
は
、
幼
少
時
か
ら
本
が

好
き
で
、
お
小
遣
い
を
貰
っ
て
は
本
を
買
い

に
行
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
本
屋
の
近
く
に

歯
科
医
が
あ
っ
た
の
で
、
よ
く
診
て
も
ら
っ

て
お
り
、
そ
こ
で
歯
を
1
本
抜
か
れ
た
こ
と
　

を
今
で
・
覚
え
て
い
る
・
い
三
と
で
し
｛

た
。
ち
な
み
に
、
益
夫
さ
ん
の
父
親
は
、
昔
　

良
い
歯
も
抜
い
て
金
歯
を
入
れ
る
と
い
う

お
し
ゃ
れ
が
流
行
し
た
頃
、
何
本
か
抜
歯
し

て
金
歯
に
し
た
そ
う
で
す
。

　
郵
便
局
員
だ
っ
た
益
夫
さ
ん
で
す
が
、
昭

和
1
4
年
か
ら
終
戦
ま
で
は
戦
争
に
行
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。
ア
ル
バ
ム
を
開
い
て
、
兵

隊
時
代
の
写
真
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
「
歯
や
健
康
の
大
切
さ
は
、
戦
争

に
行
っ
た
か
ら
こ
そ
身
に
し
み
て
感
じ
て

い
る
・
工
夫
さ
ん
は
・
家
族
や
兄
妹
を
大
．

切
に
す
る
よ
う
に
、
歯
を
大
切
に
し
て
き
た

そ
う
で
す
。
「
食
後
す
ぐ
歯
を
磨
く
こ
と
」

そ
れ
だ
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
皆
さ
ん
に

も
歯
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
。

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
益
夫
さ
ん
の
今
の
幸
せ
は
、
お
い
し
く
食
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
が
出
来
る
こ
と
と
、
息
子
さ
ん
家
族
と
】

緒
に
暮
ら
し
、
今
や
親
の
よ
う
に
世
話
を
し
．

て
く
れ
る
お
嫁
さ
ん
が
居
て
く
れ
る
こ
と

だ
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
5
人
の
方
々
に
聴

い
て
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
基
本
は
簡
単
そ
q

う
で
不
十
分
に
な
り
が
ち
な
．
歯
磨
き
”
だ
口

と
痛
感
し
ま
し
た
。
歯
を
大
切
に
思
う
気
持

ち
が
行
動
と
結
び
つ
い
て
い
く
の
で
し
ょ

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
皆
さ
ん
に
は
大
変
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
婦
：
荒
戸
）

璽

平
成
1
2
年
度
健
康

ま
つ
り
で
5
名
の
方

が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
が
、
い
よ
い
よ
ム
フ
回

5
人
目
の
紹
介
で
す
。

二
瀬
区

直
野
　
益
夫
さ
ん
（
幽
歳
）

　
　
　
　
　
残
存
歯
2
0
本

て
お
り
、
そ

を
今
で
も
昌

た
。
ち
な
－

良
い
歯
血

お
し
ゃ
惣

て
金
歯
に
’

郵
便
唇

和
1
4
年
か
・

い
た
そ
う
病

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

5月は、前期集団検診があります
　現代の病気………特に生活習慣病は、急に症状が現れにくいものが多く、

気が付いたときにはかなり病状が進んでいる状態で、治療にかなり長時間か

かり治りにくいと言われています。したがって、病気があれば早期のうちに

発見し、治療を開始することが大きな意味を持つのです。そのため、欠かせ

ないのが定期的な検診です。健康なからだと思っている今だからこそ検診を

受けましょう。

　　　　　　　粥8ご’り③

像鍵

薦ホ◎

やすらぎ館

前期集団検診日程表
期　　　日 基　本 胃がん 大腸がん 結　核 子宮がん 乳がんマンモ 会　　　　場 受付時間

5月9日（水） ○ ○ ○ 田野公民館 7：40～8：30

5月10日（木） ○ ○ 越表体育館 7：40～8：30

〃 ○ 鵜戸当集会所 14：00～14：30

5月15日（火） ○ ○ ○ 羽坂生活改善センター 6：30～8：00

〃 ○ 道の駅「とうこう」 13：00～14：00

5月16日（水） ○ ○ ○ 仲深公民館 6：30～8：00
ノ
ノ ○ やすらぎ館 13：00～14：00

〃 ○ 下渡川集会施設 14：00～14：30

5月17日（木） ○ ○ 迫野内公民館 6：30～8：00

5月19日（土） ○ 八重原公民館 14：00～14：30

5月22日（火） ○ ○ ○ ○ ○ 寺迫公民館 7：40～9：00

〃 ○ ○ 落鹿公民館 11：00～11：20

ノノ ○ ○ ○ ○ 庭田公民館 13＝00～14：00

〃 ○ ○ 日田尾集会所 15：00～15：30

5月25日（金） ○ ○ ○ ○ ○ ○ やすらぎ館 7：40～9：00

〃 ○ ○ 大谷集会所 11：00～11：20

〃 ○ ○ JA日向東郷支店 11：30～11：50

ノノ ○ ○ 児洗公民館 13：00～13：10

ノノ ○ ○ 0 ○ 越表体育館 13：20～13：40

ノノ ○ ○ 下渡川集会施設 14：00～14：20

〃 ○ ○ 鈴峰園 15：00～15：30

5月26日（土） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 黒瀬公民館 7：40～9：00

ノノ ○ ○ 広瀬生活改善センター 11：00～11：20

〃 ○ ○ 中野原営農研修センター 11：30～11＝50

〃 ○ 皆瀬公民館 13：00～14：00

〃 ○ ○ 深谷消防器庫前 13：00～13：20

ノノ ○ ○ 仲深公民館 13：30～13：50

〃 ○ ○ 日ゲ道福岡修氏宅前 14：00～14：20

〃 ○ ○ 羽坂生活改善センター 14：30～14：50

ノノ ○ ○ 田野公民館 15＝00～15：20

〃 ○ ○ 稲葉野並会所 15：30～15：50

5月27日（日） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 青柳内科循環器科 7：40～9：00

ノノ ○ ○ 迫野内公民館 13：00～14：00

5月28日（月） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 牧水公園ふるさとの家 7：40～9：00

〃 ○ ○ 多武ノ木富山弓手宅前 11：00～ll：20

〃 ○ ○ JA日向坪谷支所 11：30～11：50

ノノ ○ 牧水公園ふるさとの家 13：00～14：00

ノノ ○ ○ 迫野内公民館 13：30～14：10

〃 ○ ○ 八重原消防器庫前 14：30～15：00

〃 ○ ○ 大工野集落センター 15：20～15：40

5月29日（火） ○ 役場寺迫連絡所 9：00～10：00

〃 ○ 吉牟田コミュニティセンター 13：00～14：00

●検診の注意
・乳がん触診検診は、基本健診の際希望者のみ行います。

・今年度より胃がん検診の受付札はありません。

・当日いくつかの検診を受信される場合は、必ず結核検診を先に受

　干してください。

・今年度より採尿容器を同封しておりますので、自宅で尿を採って

　ご来場ください。

・当日は事前に配布された受診票及び問診票に必要事項を記入の

　上、持参してください。

・受診料の必要な方は、つり銭のいらないようご準備ください。

　
診
診
診
診
診
診
診

難
黙
糠

●
　なし

800円

300円

　なし
600円

1，600円

　なし

　ただし、70歳以上・非課税世帯・国民健康

保険の方は、乳がんマンモ検診以外は無料で

す。生活保護世帯の方は、すべて無料です。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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　　☆★☆寺迫幼稚園☆★☆

▲ブランコ楽しいな

　寺迫　山ノロの

　　ゆき
橋口由紀さん（5歳）

父：孝志さん

母＝冨美代さん

○好きな食べ物は何ですか？

　ケーキ

○好きな遊びは何ですか？

　お絵かき

○大きくなったら何にな

　りたいですか？

　歯医者さん

　寺迫　寺迫の
　　み　　お
牧野美桜さん（5歳）

父：正明さん

母：晴美さん

0好きな食べ物は何

　ですか？

　プリン

○好きな遊びは何で

　すか？

　ブランコ

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　バレリーナ

襲繭藏胤
、
雪
竃
竃

翫
、
，総

僧4
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げ＠7
幕

▲ブランコ楽しいな

善
壱
寺
菅
条
条
尋
菩
寺
壱
壱
を
条
条
条
尋
尋
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街噛演題

“未来へのメッセージ“

タイムカプセルを設置

　東郷小学校では、平成12

年度の卒業生が、3月23日

（金）の卒業式終了後、タイ

ムカプセルを設置しまし
た。

　タイムカプセルは、卒業

生31名と保護者が設置した

ものです。

　卒業生らは、校庭の片隅

にポリ容器で作ったカプセ

ルを埋め、その中には未来

へのメッセージとして卒業

文集や思いでの品を入れま
した。

　このタイムカプセルは、

成人式に掘り出すことにし

ています。

一
：

昌

●

　
山
陰
・
坪
谷
・
美
々
津
の
各
駐
在

所
に
、
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の

で
新
任
所
長
を
紹
介
し
ま
す
。

警轟

裡
野
卑

　　鷺

》倉

　
　
私
は
、
3
月
末
の
異
動
で
東
郷
駐
在
所
勤

　
務
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
緒
方
と
申
し
ま
す
。

　
前
任
の
押
川
所
長
と
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

　
し
ま
す
。

　
　
出
身
は
東
諸
県
郡
国
富
町
大
字
八
代
と

，
　
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

㎝　　
警
察
官
を
拝
命
し
て
3
0
年
に
な
り
ま
す

…　が
、
日
向
警
察
署
管
内
の
勤
務
は
初
め
て
で

一
　
地
理
不
安
に
加
え
、
地
域
課
勤
務
が
2
6
年
ぶ

ψ　
り
の
た
め
、
町
民
の
皆
様
に
大
変
な
迷
惑
を

…
　
か
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
地
域

…　に
密
着
し
た
勤
務
が
で
き
る
よ
う
一
生
懸
命

鱒
　
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

～
　
お
願
い
し
ま
す
。

榊

鱒
　
坪
谷
駐
在
所

　
一
　
巡
査
部
長
黒
木
宏
光

…　　
私
は
本
年
春
の
定
期
異
動
で
坪
谷
駐
在

”
　
所
に
妻
と
2
人
で
赴
任
し
て
き
ま
し
た
「
黒

木
宏
光
」
で
す
。

出
身
は
日
向
市
で
、
前
任
地
は
宮
崎
北
署

穂
駐
在
所
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
駐
在
署

勤
務
は
ベ
テ
ラ
ン
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
に

は
ご
迷
惑
、
ご
心
配
を
お
か
け
す
る
こ
と
が

多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
は
ど
う
か

笑
っ
て
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

美
々
津
駐
在
所

巡
査
部
長
児
玉
憲
文

地
域
の
安
全
と
平
穏
の
た
め
に
努
力
し
て

い
く
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

私
は
本
年
春
の
定
期
異
動
で
、
妻
と
中
3

の
娘
と
一
緒
に
赴
任
し
ま
し
た
。
出
身
は
宮

崎
市
、
全
任
地
は
延
岡
警
察
署
で
し
た
。
駐

在
所
勤
務
は
4
回
目
と
な
り
ま
す
。

地
域
の
安
全
の
た
め
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

まちのアルバム
0吻鞍どうごう

と
わ
に
た
つ
し
や
で
暮
ら
し
ま
し
よ
う

　　　　　逝

h
　
結
婚
後
5
0
年
を
経
過
し
、
伴
侶
を
亡
く
し
一

人
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
方
を
励
ま
す
た
め
に

と
一
昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
「
と
わ
に

た
つ
し
ゃ
で
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
会
」
が
、
3
月

28

冝
i
水
）
や
す
ら
ぎ
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
町
内
1
0
6
名
の
対
象
者
の
中
か

ら
4
7
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
小
林
町
長
が
長
年
の
苦
労
に
対
し

て
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

民
謡
・
舞
踊
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ

り
、
参
加
者
は
楽
し
い
1
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。
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為
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入
学
に
心
は
ず
ま
せ
て

　
4
月
1
0
日
（
火
）
、
町
内
小
学
校
で
一
斉
に
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
新
入
学
者
は
、
国
璽
小
学
校
1
7
名

（
内
町
内
6
回
転
、
福
瀬
小
学
校
1
3
名
、
東
郷
小

学
校
2
9
名
、
坪
谷
小
学
校
6
名
、
代
表
小
学
校

2
名
の
計
6
7
名
で
し
た
。

　
越
表
小
学
校
で
は
、
海
野
智
紀
く
ん
と
河
野

美
山
紀
さ
ん
の
2
名
が
入
学
し
、
在
校
生
6
名

か
ら
暖
か
い
歓
迎
を
受
け
、
早
く
も
小
学
校
生

活
に
心
は
ず
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

距項鷺通翁⑲姦③層e∠翻ンeρ々惣餐緯径短姦．③・鋏ンε働翻々豫項腔’心趣ンびシeズ／“々距項灼廼⑲∈⑲静・灘6陣々距・で鶏6緯趣ゆ酬働灘oe々）（％…鶏範爵∈③愈④／¢e厘男／♂e々短廼¢∈・

戦
没
者
合
同
追
悼
式　

西
南
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
戦
没

者
4
1
8
柱
の
冥
福
を
祈
る
た
め
、
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
に
よ
る
戦
没
者
合
同
追
悼
式
が
、

4
月
3
日
（
火
）
成
願
寺
忠
魂
碑
前
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
遺
族
1
6
0
国
名
と
来
賓
が
参

列
し
、
追
悼
の
言
葉
や
献
花
等
を
行
い
、
戦
没

者
の
冥
福
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。
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交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
実
施

　
4
月
6
日
（
金
）
か
ら
4
月
1
5
日
（
日
）
ま

で
の
1
0
日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

で
は
、
6
日
（
金
）
に
日
向
警
察
署
と
交
通
安

全
協
会
東
郷
支
部
の
協
力
を
得
て
「
交
通
安
全

パ
レ
ー
ド
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
は
、
役
場
か
ら
道
の
駅
「
と
う
こ
う
」

ま
で
の
区
間
で
行
わ
れ
、
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
期
間
中
に
は
小
・
中
学
校
の
P
T
A

を
中
心
に
街
頭
指
導
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　　ら⑭鯛判巨霊こ嚇’り

　　　　　　　犬の登録及び狂犬病予防注射

　平成13年度犬の登録及び狂犬病予防注射を次ぎの日程により実施しますので、都合の良い場所で注射及

び登録を済ませてください。

　狂犬病予防法により登録は生涯に1回、狂犬病予防注射は毎年1回生後91日以上の犬に行うことが義務

付けられていますので、必ず受けるようにしてください。

●料金登録手数料　3，000円（すでに登録されている犬は不要です。）

　　　　注射手数料　3，000円

●日程

期日 地区 場　　　　所 時　　間 期日 地区 場　　　　所 時　　間

鳥川生活改善センター 9：05～9：15 羽坂畜産センター 9：00～9：15

広瀬生活改善センター 9：25～9：40 黒木英遠氏宅配 9：25～9：40

福　瀬
日　田尾公民館 9：50～10：05 羽　坂

羽坂生活改善センター 9：50～10：05

鵜戸木集会所 10：15～10：30
日　ケ道バス　停 10：15～10：30

長　崎　集　会　所 10：40～10：55
田野コミュニティセンター 10：40～10：55

5
月
糾
日
（
月
）

落　鹿　集　会　所 11：15～11：30
田　野 田　野　公　民　館 11：05～11：20

5
月
1
7
日
宋
）

農協訴訟支所 11：40～11：55

稲葉凝集会所 11：30～11：45

寺　迫 寺　迫　公．民　館 13：00～13：15

卸　児　バ　ス　停 13：00～13：15

中　尾　公　民　館 13：25～13：40

仲　深　公　民　館 13：25～13：40

吉牟田コミュ革ティセンター 13：50～14：05

仲　深 酒井トクエ自宅前 13：50～14：05

庭　田　公　民　館 14：15～14：30

深谷消防器庫 14：15～14：30

福　瀬　公　民　館 9：00～9：20
14：40～14：55福　瀬 仲　瀬　神　社　前

中野原営農研修センター 9：30～9：50

小野田第二集会所 10：00～10：15 那須勝巳氏霊前 9：15～9：30

小野田

小野田公民館 10：25～10：40 寺原勝氏宅前 9：40～9：55

鶴野内コミュニティセンター 10：50～11：05 矢野千歳氏宅前 10：05～10：20

坪　谷
鶴野内 大工野集落センター 11：15～11：30 矢野徳男氏宅前 10：30～10：45

5
月
1
5
日
（
火
）

かんなび駐車場 11：40～11：55

5
月
1
8
日
蓋
）

那須郁雄氏毒血 10：55～11：10

八重原 八重原消防器庫 13：00～13：15 赤井笠消防器庫 11：20～11：35

迫野内農村公園 13：25～13：40 児　洗　公　民　館 13：00～13：15

迫野内公民館 13：50～14：05 越　表 越表地区生活改善センター 13：25～13：40

迫野内
池　野　バ　ス　停 14：15～14：30 中水三三会所 13：50～14：05

三浦豊氏宅前 14：40～14：55 下渡川 下渡川屋根付運動広場 14：25～14：30

※上記の期間中に済ませることのできない方は住民課環境水道係（容69－3902）までご連絡ください。

い
ざ
ゆ
か
む
ゆ
き
て
ま
だ
見
ぬ
山
を
み
む

こ
の
さ
び
し
さ
に
君
は
た
ふ
る
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
独
り
歌
へ
る
）

　
こ
の
歌
碑
は
日
向
高
等
学
校
に
在
り
ま
す
が
、
昭
和
六
十

三
年
度
卒
業
生
の
卒
業
記
念
と
し
て
平
成
元
年
二
月
二
十

六
日
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
等
学
校
に
建
設
さ
れ
た
牧

水
歌
碑
と
し
て
は
全
国
で
も
珍
し
く
、
宮
崎
県
で
は
牧
水
の

母
校
延
岡
高
等
学
校
に
次
い
で
二
番
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
牧
水
は
、
明
治
四
十
一
年
の
新
春
を
房
総
半
島
の
先
端
、

根
本
海
岸
で
恋
人
小
枝
子
と
一
緒
に
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の

歌
は
根
本
海
岸
か
ら
帰
京
し
て
、
し
ば
ら
く
し
て
作
ら
れ
た

も
の
で
、
歌
の
意
味
は
「
さ
あ
行
こ
う
、
行
っ
て
ま
だ
見
た

こ
と
の
な
い
山
の
姿
を
み
よ
う
。
そ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
私

は
こ
の
さ
び
し
さ
に
耐
え
ら
れ
な
い
の
だ
。
君
は
耐
え
ら
れ

る
と
い
う
の
か
。
」
と
解
さ
れ
て
お
り
、
牧
水
が
小
枝
子
に
書

き
送
る
つ
も
り
だ
っ
た
一
首
と
も
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
手
紙
を
自
ら
破
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
結
局
は
送
ら
れ
な

か
っ
た
。
）

　
歌
は
、
恋
人
に
誘
い
を
か
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き

し
ろ
牧
水
自
身
の
孤
独
、
寂
り
ょ
う
を
表
現
し
た
感
が
強
い

と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
歌
は
、
第
二
歌
集
『
独
り
歌
へ
る
』
の
巻
頭
に
あ
る

歌
で
す
が
、
こ
の
歌
か
ら
牧
水

の
歌
と
人
生
観
が
高
き
　
　
　
　
　
　
　
r
烹
謡
、
．
蕪

く
躍
進
し
て
い
る
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
藷
．
、
・

う
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
漢
臨

（
県
内
歌
碑
め
ぐ
り
）
　
　
　
　
　
∴
天
日
．

都

甲

欣

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解

＿説

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉

　　　　　　　聯鞍ど弓ご’つ⑫

　　　　　　　　町職員人事異動（胴端書）
4月1El付で、町職員の人事の発令が行われました。

課 課・所・局長 補　佐 主　幹 係　名 係　　長 課　　　　　　　　　　員

総
　
務

荒砂建一 福田幸一
総　　務 （兼）福田幸一

（任）黒木勝己（任）塩月嬰（任）甲斐智栄子（査）星野真由美　中野由加里

i査）寺原君保（広域連合派遣）　（兼）小林英明（兼）黒木升男（兼）佐藤喜一郎

消防交通 小林英明 （兼）星野真由美

情報．管財 黒木三男 （任）池田正信　佐藤喜一郎　（兼）中野由加里　　（嘱託）和田立子

企画

熕ｭ 矢野昌明 黒木孝利
企　　　画 （兼）黒木孝利 片江豊春　中田宏

財　　政 三浦練一 東村光教

課　　税 （兼）中谷　敏 那須めぐみ　（兼）伊藤浩二税
　
務

黒木幸男
中谷　敏
e地輔弘

固定資産 （兼）菊池輔弘 直野将司　　（兼）那須めぐみ

地　　籍 清水昭生 寺田雅彦

住民年金 海野真里 海野美穂　矢野隆博（兼）若林里美（兼）松木敦美（兼）黒木秀明（兼）佐藤喜一郎

国民健康保険 植野浩人 （査）松木敦美　伊藤浩二住
　
　
民

川越　　洋 児玉　明
介護保険 若林里美

糸平和紀　（兼）阿萬富子　（兼）青山恵子　（兼）一政多栄子

i兼）黒木貴久子　（兼）稲田智代美　（兼）荒戸架衣（兼）神井美香

環境水道 （兼）児玉　明 （査）黒木秀明　高森　洋

振　　興 （兼）海野雅彦 （査）松前芳美　川越康幸農
　
政

岩崎寿男
：山田重男

海野雅彦
O浦元生

農　　政 （兼）三浦元生 那須幹夫　車地貴志　（兼）松掛芳美

耕　　地 （兼）山田重男 海野靖幸

農委 （兼）岩崎寿男 赤木ツヨ子 庶務・農地 （兼）赤木ツヨ子 （兼）海野雅彦

林
政 平野宇市 椎田幹男

林　　政 西田宗吉 矢野貴之　（兼）井本岩根　（兼）池田正信

森林土木 （兼）椎田幹男 黒木義人　（兼）矢野貴之

管　　理 （兼）海野茂実 （任）井本岩根　（査）三浦浩司　井本哲也　（兼）池田正信

建
　
設

海野誓生 海野茂実
用　　　地 （兼）海野茂実 （兼）三浦浩司　（兼）井本哲也

土　　木 松尾昇一 黒木郁志　（兼）吉田健二

建　　築 吉田健二

事務等 （査）寺原映子ホ老
P
ム
人

井上蘇代子 海野修一
黒木由美子

r田慶子
寮　　母
給　　食 （任）塩月陸美　（任）直野廣代　（任）川口美子　（査）西田陽子

事　　務 菊池大輔

医療技術 三原真琴　神井美香病
　
　
院

（医師）

J川　　誠

纉｡敏之

O浦正教

井川幸雄
�艪竄ﾂ子

竝阨ｶ重
ｴ本シマ子

看　　護

（査）馬原ひとみ　（査）池口美都代　（査）児玉洋子　（査）中村ま

闔q　（査）黒木美千代　（査）柴田和恵　池田かおり　井之上剛

m　戸高陽子　黒木隆紀　稲田恵　海野純子　原田夏美

寺原政志
阿萬富子

ﾂ山恵子

保　　健 三輪千穂
（査）斧　由美　黒木貴久子　荒戸架衣

i兼）阿萬富子　（兼）三原真琴　（兼）神井美香（所長）

J川　誠

軏�@続

福　　祉 （兼）寺原政志 （査）矢野澄代　新名麻美
保
健
福
祉

在宅介護 一政多栄子 稲田智代美

（鶴野内）

O浦信代 保育園
（坪谷）

H藤厚子
（鶴野内）（査）川村初美

出納 仁田優子 会　　計 長友久美
議会 吉田重一 平野久栄

総務・学校 （兼）甲斐まち子 小林潤司　　（兼）甲斐智栄子

学校給食 （寺小）（任）白川和代　（任）高橋亜紀子教
育
委
員
会

那須文美
甲斐まち子

Rロ佐知男

（県派遣）

賴ﾃ田誠二 生涯教育 （兼）山口佐知男
（査）三浦富美　（査）若杉健司　（社指）竹下忠良

i三指）岩見美代子　（国際交流員）フランチェスカ・リリアン・ヴィネロット

文化振興 若藤公生 太川重晴　（社指）河野充

園長

楓ﾘ　男 幼稚園
（東郷）林恭子
i細目）橋口洋子

（東郷）（査）鎌田恵智子

給食セン

^ー

（兼）

ﾟ須文美
副所長

R床貞雄
調　　理 （任）川崎麗加　（任）横田由美　（任）是澤千里

○退職　3月31日付　伊東ヒロヨ（保健福祉課保育園副園長）

　
こ
の
度
、
商
工
会
連
合
会
か
ら
人
事

交
流
に
て
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
発
展

の
た
め
専
心
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　　②

商工会経営指導員

あいうち

愛吟敏郎

　
私
は
、
こ
の
度
日
之
影
小
学
校
か
ら

東
郷
町
教
育
委
員
会
教
育
課
主
幹
に

着
任
し
ま
し
た
矢
津
田
と
申
し
ま
す
。

本
町
の
社
会
教
育
の
発
展
の
た
め
努
力

し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

劉
幽腱・

　漫」レ

　教育委員会

社会教育主事

矢津田誠二

　
こ
の
程
、
町
消
防
団
副
団
長
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
活
力
あ
る
消
防
団
発
展

の
た
め
、
先
輩
各
位
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
勤
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　零一

　じゃ　ぎ

　6
消防団副団長

高山　修

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉

※
カ
ラ
ー
文
字
は
異
動
者
、
（
兼
）
…
兼
務
者
、
（
査
）
…
主
査
、
（
任
）
…
主
任
技
術
員
、
（
社
指
）
…
社
会
教
育
指
導
員

特
別
職
等
の
紹
介



　　　　　　る鞘8こ”り⑭
田らせ
：メー三ノヨ＝ノ》≧≧〉

宮
崎
県
民
体
育
大
会

　
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
宮
崎
県

民
体
育
大
会
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ

ま
す
。
本
町
か
ら
も
郡
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
選
手
が
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

座
を
目
指
し
て
出
場
し
ま
す
。

▽
期
日
　
5
月
2
6
・
2
7
日
（
土
、
日
）

▽
会
場
　
県
南
地
区

宮
崎
県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▽
日
時
　
5
月
1
2
・
1
3
日
（
土
・
日
）

▽
場
所
宮
崎
市

国
民
年
金
組
合
連
合
会
総
会

▽
日
時
　
5
月
2
5
日
（
金
）
9
時
3
0
分
～

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

温
泉
利
用
割
引
券
を
交
付

無
難
灘
　
　
辣

フ
方
（
身
障
手
帳
、
療
斗
帳
を
持
．
て

イ
い
る
方
は
6
5
歳
以
上
）
で
す
。

　
割
引
券
の
額
面
は
1
枚
に
つ
き
2

百
円
、
1
2
枚
綴
り
を
1
組
と
し
て
、
年

間
2
組
を
交
付
限
度
と
し
ま
す
。

●
割
引
券
の
使
え
る
温
泉
施
設

・
南
郷
温
泉
山
霧

・
西
郷
温
泉
美
々
川

．
日
向
簡
保
セ
ン
タ
ー
櫛
の
湯

・
か
ど
が
わ
温
泉
心
の
杜

・
諸
塚
温
泉
あ
け
ぼ
の

※
こ
の
割
引
券
は
本
人
以
外
の
方
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
不
正
使
用
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
割
引
券
相
当
額

を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
（
や
す
ら

ぎ
館
・
容
6
9
1
3
3
6
7
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
医
療
費
助

成
を
5
歳
ま
で
に

　
乳
幼
児
期
に
お
け
る
疾
病
等
の
治

療
を
容
易
に
し
、
乳
幼
児
の
福
祉
の

向
上
と
健
全
な
発
育
の
促
進
を
図
る

た
め
、
乳
幼
児
の
医
療
費
を
助
成
し

て
い
ま
す
が
、
4
月
か
ら
対
象
年
齢

を
1
歳
引
き
上
げ
、
5
歳
に
達
す
る

日
の
属
す
る
月
ま
で
を
助
成
対
象
と

し
ま
し
た
。

　
対
象
と
な
る
乳
幼
児
の
保
護
者
に

は
、
別
途
通
知
し
ま
す
の
で
、
受
給
者

証
の
交
付
申
請
を
保
健
福
祉
課
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
に
補
助

　
乳
幼
児
を
乗
車
中
の
事
故
か
ら
守

り
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
た

め
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
し
た
6

歳
未
満
の
乳
幼
児
の
保
護
者
を
対
象

に
、
補
助
金
を
交
付
レ
て
い
ま
す
。

補
助
金
の
額
は
、
購
入
費
の
3
分
の

一
で
1
万
5
千
円
を
限
度
と
し
ま

す
。
該
当
者
は
、
保
健
福
祉
課
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

次
の
と
お
り
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
財
産
問
題
、
交
通

事
故
問
題
等
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
期
日
　
5
月
1
6
日
（
水
）

　
　
　
　
7
月
1
8
日
（
水
）

　
　
　
　
9
月
1
9
日
（
水
）

　
　
　
　
1
1
月
2
1
日
（
水
）

平
成
1
4
年
1
月
1
6
日
（
水
）

　
　
　
　
3
月
2
0
日
（
水
）

○
時
間
　
い
ず
れ
も
1
0
時
～
1
5
時

※
法
律
相
談
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
9
月
1
9
日
、
3
月
2
0
日
は
、
行
政
相

談
、
人
権
相
談
、
介
護
相
談
、
心
配
ご

と
相
談
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
容

69

|
2
1
7
4
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

み
や
ぎ
き
安
全
運
転
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
0

　
昨
年
に
続
き
「
み
や
ざ
き
安
全
運

転
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
0
」
コ
ン

ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
職
場
や
友
人
と
チ
ー
ム
を
作
り
、

ハ
ワ
イ
旅
行
を
目
指
し
て
無
事
故
・

無
違
反
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
参
加
要
件
　
運
転
免
許
（
含
原
付
）

を
有
し
て
い
る
方
5
人
で
一
チ
ー
ム

を
構
成
し
参
加
す
る
。

○
申
し
込
み
　
5
月
1
4
日
（
月
）
ま
で

に
交
通
安
全
協
会
、
警
察
署
等
に
備

え
て
あ
る
「
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
参
加
料
　
一
人
7
0
0
円
（
運
転
記

録
証
明
交
付
手
数
料
）
が
必
要
で
す
。

○
表
彰
5
人
全
員
が
2
0
0
日

間
無
事
故
・
無
違
反
で
あ
っ
た
チ
ー
ム

を
表
彰
し
ま
す
。
ま
た
、
抽
選
に
よ
り
海

外
旅
行
、
国
内
一
泊
旅
行
、
ク
ー
ポ
ン

券
等
の
豪
華
副
賞
が
当
た
り
ま
す
。

善
急

・
灯

r
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

あ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

λ
4
月
1
0
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
）

◎
小
野
田
の
伊
勢
田
舌
早
さ
ん
か
ら

（一

v
さ
ん
7
8
歳
逝
去
）

◎
仲
深
の
草
野
新
平
さ
ん
か
ら

（
農
夫
男
さ
ん
8
2
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
鶴
田
剛
さ
ん
か
ら

（
フ
サ
子
さ
ん
8
2
歳
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
黒
木
勝
さ
ん
か
ら

（
カ
ツ
ノ
さ
ん
9
5
歳
逝
去
）

◎
寺
迫
の
高
岡
政
数
さ
ん
か
ら

（
黒
木
コ
マ
さ
ん
8
2
歳
逝
去
）

◎
仲
深
の
黒
田
綱
善
さ
ん
か
ら

（
ミ
サ
ヲ
さ
ん
8
4
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
三
浦
エ
イ
子
さ
ん
か
ら

（
鈴
原
ク
ス
さ
ん
8
2
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
中
野
原
の
直
野
初
美
さ
ん
か
ら
快

気
祝
と
し
て
、
東
郷
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★警報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉
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